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論
文
要
旨

　
『
人
文
（
十
三
号
）』
で
は
、
溝
口
家
が
明
治
三
十
七
年
に
行
っ
た
売
立
と
、

高
橋
箒
庵
や
原
三
渓
と
の
個
人
取
引
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
三
渓

が
所
蔵
し
た
作
品
の
う
ち
溝
口
家
伝
来
と
す
る
雪
村
周
継
筆
龍
虎
図
屏
風
、
啓

書
記
筆
李
白
観
瀑
図
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

現
在
、
確
認
で
き
る
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
は
根
津
美
術
館
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン

ド
美
術
館
の
所
蔵
品
の
ほ
か
『
美
術
画
報
』
掲
載
作
品
が
あ
る
。
啓
書
記
筆
李

白
観
瀑
図
は
潁
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

文
献
資
料
か
ら
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
は
明
治
四
十
三
年
の
某
家
の
売
立
に
出

品
さ
れ
、
中
村
作
次
郎
に
よ
り
落
札
さ
れ
三
渓
が
購
入
し
て
い
た
。
啓
書
記
筆

李
白
観
瀑
図
は
明
治
三
十
年
頃
に
箒
庵
が
溝
口
家
と
の
直
接
取
引
に
よ
り
購
入

し
、
そ
の
後
、
三
渓
に
売
却
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
作
品
の
近
代
に
お
け
る
所

有
移
転
を
検
討
す
る
。

　

本
稿
で
は
溝
口
家
に
伝
来
し
、
近
代
に
お
い
て
三
渓
が
所
蔵
し
た
龍
虎
図
屏

風
お
よ
び
李
白
観
瀑
図
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 

原
三
渓
、
高
橋
箒
庵
、
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
、
祥
啓
筆
李
白

観
瀑
図
、
溝
口
家
】

一　

は
じ
め
に

　

新
潟
下
越
を
治
め
た
溝
口
家
は
四
代
藩
主
重
雄
（
一
六
三
三
│
一
七
〇
八
）、

十
代
藩
主
直
諒
（
一
七
九
九
│
一
八
五
八
）
が
石
州
流
の
茶
の
湯
を
嗜
ん
だ
た

め
多
く
の
道
具
を
所
蔵
し
た
。
先
の
『
人
文
（
十
三
号
）』
で
は
溝
口
家
の
歴

代
藩
主
に
よ
る
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
と
そ
の
流
出
に
つ
い
て
論
じ
た）

1
（

。

さ
ら
に
溝
口
家
が
売
立
に
至
る
ま
で
の
同
家
の
家
政
状
況
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

溝
口
家
の
売
立
は
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
両
国
の
中
村
楼
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
出
品
さ
れ
た
作
品
は
高
橋
箒
庵
（
一
八
六
一
│
一

九
三
七
）
に
よ
る
『
近
世
道
具
移
動
史
』（
慶
文
堂
書
店
、
一
九
二
九
）
に
お

い
て
三
件
し
か
判
明
し
て
い
な
か
っ
た
。
筆
者
は
、
新
出
の
資
料
で
あ
る
松
山

青
柯
（
初
代
吟
松
庵　

一
八
三
六
│
一
九
一
六
）
に
よ
る
『
つ
れ
づ
れ
の
友
』

（
個
人
蔵
）
か
ら
出
品
さ
れ
た
作
品
二
十
件
を
明
ら
か
に
し
た
。

明
治
期
に
お
け
る
溝
口
家
の
道
具
移
動
史
補
遺

│
│ 
原
三
溪
旧
蔵
の
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
と
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李
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瀑
図
に
つ
い
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当
時
の
溝
口
家
で
は
、
売
立
に
先
立
ち
、
個
人
取
引
に
よ
っ
て
も
所
蔵
品
を

売
却
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
個
人
取
引
で
は
箒
庵
と
原
三
溪
（
一
八
六
八
│

一
九
三
九
）
が
、
溝
口
家
か
ら
道
具
を
入
手
し
て
い
た
。

　

箒
庵
旧
蔵
の
溝
口
家
伝
来
品
に
つ
い
て
は
、
箒
庵
が
自
家
蔵
品
を
売
立
に
お

い
て
売
却
す
る
際
に
作
成
し
た
売
立
目
録
五
件
か
ら
直
接
取
引
を
し
た
と
推
定

さ
れ
る
作
品
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

三
溪
旧
蔵
の
溝
口
家
伝
来
品
に
つ
い
て
は
三
溪
自
身
の
記
録
『
三
溪
帖
（
草

稿
）』
や
『
美
術
品
買
入
覚
』（
い
ず
れ
も
三
溪
園
保
勝
会
蔵
）
か
ら
伝
雪
舟
筆

《
四
季
山
水
図
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）、
大
燈
国
師
墨
蹟
《
物
我
両
忘
》（
個

人
蔵
）、
酒
井
抱
一
筆
《
秋
草
鶉
図
》（
山
種
美
術
館
蔵
。
図
１

）、
酒
井
抱
一

筆
三
幅
対
《
野
花
螳
螂
、
波
上
明
月
、
水
草
蜻
蛉
》（
畠
山
記
念
館
蔵
。
図
２

）

を
購
入
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
溝
口
家
伝
来
品
の
譲
渡
は
、

先
の
『
近
世
道
具
移
動
史
』
に
も
あ
る
よ
う
に
明
治
三
十
年
前
後
か
ら
個
人
取

引
に
よ
っ
て
売
却
し
た
一
例
で
あ
る
と
い
え
、《
四
季
山
水
図
》
や
《
物
我
両

忘
》
の
購
入
に
あ
た
っ
て
は
京
都
の
香
具
商
の
鳩
居
堂
が
仲
介
し
て
い
た
。
以

上
が
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
三
溪
旧
蔵
の
溝
口
家
伝
来
品
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
調
査
か
ら
近
代
の
日
本
美
術
研
究
家
で
あ
る
田
中
親
美
（
一
八
七

五
│
一
九
七
五
）
の
娘
婿
で
日
本
画
家
で
あ
っ
た
縣
治
朗
（
一
八
九
七
│
一
九

八
二
）
が
所
蔵
し
た
文
書
の
中
に
、
大
燈
国
師
墨
蹟
の
写
真
（
個
人
蔵
。
図
３

）

が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
写
真
は
三
溪
が
所
蔵
し
た
大
燈
国
師
墨
蹟
《
物
我
両

忘
》
で
あ
り
、
三
溪
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
親
美
に
譲
渡
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
三
溪
帖
（
草
稿
）』
は
、
三
溪
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
一
冊
の
図
録
と
し
て
ま
と
め
、
審
美
書
院
か
ら
解
説
付
き
で
出
版
し
よ
う

と
し
た
。
し
か
し
こ
の
草
稿
が
製
本
と
な
り
三
溪
に
納
品
す
る
直
前
、
関
東
大

震
災
で
審
美
書
院
の
倉
庫
が
焼
失
し
た
た
め
出
版
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
画
像

の
掲
載
も
予
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
画
像
も
現
存
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、

三
溪
の
関
係
者
の
所
蔵
に
よ
る
大
燈
国
師
墨
蹟
の
写
真
が
存
在
す
る
こ
と
は
貴

重
で
あ
る
。

　

三
溪
は
明
治
四
十
三
年
に
、
溝
口
家
伝
来
の
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
と
祥
啓
筆

李
白
観
瀑
図
を
入
手
し
て
い
た）

2
（

。
三
溪
が
所
蔵
し
た
こ
れ
ら
二
件
の
作
品
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
一
件
目
の
龍
虎
図
屏
風
は
展
覧
会
図
録
『
原
三
溪
と

美
術
』（
二
〇
〇
九
、
三
溪
園
保
勝
会
）
に
お
い
て
根
津
美
術
館
所
蔵
本
と
し

て
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
溝
口
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い）

3
（

。
二
件
目
の
李
白
観
瀑
図
は
齋
藤
清
『
原
三
溪
│
偉
大
な
茶

人
の
知
ら
れ
ざ
る
真
相
│
』（
二
〇
一
四
、
淡
交
社
）
に
お
い
て
潁
川
美
術
館

蔵
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
詳
し
い
解
説
が
な
さ
れ
て
い
な
い）

4
（

。

ま
た
「
李
白
観
瀑
図
」
は
、
箒
庵
が
『
近
世
道
具
移
動
史
』
で
述
べ
る
直
接
取

引
に
よ
り
入
手
し
た
三
件
の
道
具
の
一
つ
と
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
件
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、『
人
文
（
十
三
号
）』
で
紹
介
し
た
溝
口
家
か
ら

個
人
取
引
に
よ
っ
て
流
出
し
た
道
具
の
う
ち
、
作
品
名
が
判
明
す
る
作
品
す
べ

て
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
二
件
の
作
品
に
注
目
し
て
調
査

を
行
い
、
文
献
記
述
等
か
ら
近
代
に
お
け
る
移
動
史
を
検
討
す
る
。

　

先
ず
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
は
、
室
町
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
雪
村
周
継
（
一

五
〇
四
│
一
五
八
九
）
に
よ
る
龍
と
虎
を
描
い
た
屏
風
で
あ
る
。
溝
口
家
の
記



明治期における溝口家の道具移動史補遺

（69）240

録
で
は
掛
物
な
ど
の
蔵
帳
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』（
新
発
田
市
立
図
書
館
蔵
）

に
所
載
さ
れ
、
同
家
に
伝
来
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
こ
で
雪
村
筆
の
龍

虎
図
屏
風
と
し
て
確
認
で
き
る
根
津
美
術
館
本
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館

本
、
美
術
画
報
所
載
本
の
三
件
に
注
目
し
伝
来
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

次
に
祥
啓
筆
李
白
観
瀑
図
は
室
町
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
賢
江
祥
啓
（
生
没

年
不
詳
）
に
よ
る
李
白
観
瀑
図
で
あ
る
。
祥
啓
は
鎌
倉
五
山
の
一
つ
で
あ
る
建

長
寺
の
書
記
を
し
て
い
た
た
め
、
啓
書
記
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
掛
物
は

『
御
掛
物
帳
』
に
も
所
載
さ
れ
、
同
家
に
伝
来
し
た
。

　

明
治
期
に
お
い
て
箒
庵
は
明
治
三
十
五
年
頃
に
溝
口
家
と
の
直
接
取
引
に
よ

り
五
十
点
余
の
道
具
を
購
入
し
て
い
た
。『
近
世
道
具
移
動
史
』
で
述
べ
ら
れ

る
三
件
の
作
品
の
う
ち
伯
庵
茶
碗
、
保
元
時
代
扇
面
杜
若
模
様
香
合
の
現
存
は

確
認
さ
れ
る
が）

5
（

、
祥
啓
筆
李
白
観
瀑
図
だ
け
は
所
在
が
明
ら
か
で
は
な
か
っ

た
。
ま
た
三
溪
に
よ
る
『
三
溪
帖
（
草
稿
）』
で
は
溝
口
家
伝
来
の
祥
啓
筆
《
山

水
図
》
を
明
治
四
十
三
年
に
箒
庵
か
ら
譲
渡
さ
れ
て
お
り
、
同
書
で
は
本
幅
が

溝
口
家
伝
来
品
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る）

6
（

。
す
な
わ
ち
『
近
世
道
具
移
動
史
』

に
お
い
て
箒
庵
が
直
接
取
引
に
よ
り
入
手
し
た
祥
啓
筆
山
水
図
は
、
そ
の
後
三

溪
が
所
蔵
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
頴
川
美
術
館
蔵
が
所
蔵
す
る
《
高
士

観
瀑
図
》（
館
の
表
記
に
従
う
）
に
注
目
し
て
調
査
を
実
施
し
、
本
作
品
と
溝

口
家
の
関
係
お
よ
び
、
近
代
に
お
け
る
美
術
品
移
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
。

　

本
稿
で
は
『
人
文
（
十
三
号
）』
に
引
き
続
き
、
溝
口
家
が
個
人
取
引
に
よ
っ

て
売
却
し
た
後
、三
溪
が
所
蔵
し
た
二
件
の
美
術
品
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

二　

雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
に
つ
い
て

　
『
三
溪
帖
（
草
稿
）』
は
矢
代
幸
雄
『
三
溪
先
生
の
古
美
術
手
記
（
そ
の
三
）』

に
所
収
さ
れ
る
。
同
書
に
お
い
て
、
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
を
所
有
し
た
三
溪
は

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

7
（

。

此
畫
、
龍
虎
ヲ
借
リ
テ
彼
ノ
胸
中
ノ
磊
塊
ヲ
灑
ギ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
雄
豪

ノ
気
一
代
ヲ
驚
倒
セ
シ
ム
。
猛
虎
吼
テ
老
竹
折
ル
、
意
気
沖
天
、
此
ヲ
展

ブ
レ
バ
、
満
紙
飛
揚
シ
去
ラ
ン
ト
ス
。
雪
村
得
意
ノ
大
作
ト
云
フ
可
シ
。

此
幅
溝
口
家
ノ
舊
蔵
ニ
シ
テ
、
後
チ
小
川
一
眞
氏
ノ
蔵
ト
ナ
リ
、
大
正

０
（
マ
マ
）年
更
ニ
余
ガ
有
ニ
帰
セ
リ
。

　

記
述
か
ら
、
三
溪
の
所
蔵
し
た
龍
虎
図
は
、「
胸
中
ノ
磊
塊
ヲ
灑
ギ
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
見
た
者
に
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。
ま
た
、
そ
の
作
品
に
つ
い
て
は
猛
虎
が
吼
え
、
老
竹
を
折
る
情
景
が
あ
り
、

紙
面
に
躍
動
感
が
漲
る
構
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
屏
風
は
溝
口
家

伝
来
品
で
あ
っ
た
が
、
同
家
か
ら
流
出
し
て
以
後
は
、
写
真
家
で
帝
室
技
芸
員

の
小
川
一
真
（
一
八
六
〇
│
一
九
二
九
）
が
所
蔵
し
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

に
三
溪
が
所
蔵
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
溝
口
家
の
記
録
を
み
て
み
る
と
、
同
家
に
所
蔵
さ
れ
た
書
画
な
ど
の

蔵
帳
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』
が
あ
る
。
同
書
は
新
発
田
藩
家
老
の
溝
口
伊
織
家
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の
所
蔵
文
書
で
あ
る
。
記
載
さ
れ
る
内
容
は
歴
代
藩
主
に
よ
る
竹
花
入
や
掛

物
、
中
国
絵
画
や
近
世
絵
画
、
墨
蹟
、
茶
人
に
よ
る
書
画
で
あ
る
。
同
書
中
、

「
御
屏
風
之
部
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一　

龍
乕　
　
　
　

一
双　
　
　

雪
村
筆

　

記
述
か
ら
三
溪
が
所
蔵
し
た
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
も
こ
れ
に
該
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
三
溪
の
所
蔵
し
た
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
を
根
津
美
術
館
本
で
あ
る

と
指
摘
し
た
の
は
大
江
孝
で
あ
る
。
大
江
は
画
家
で
あ
る
一
方
で
雪
村
研
究
に

勤
し
ん
だ
。
大
江
は
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
が
三
井
家
伝
来
で
あ
り
、
根

津
美
術
館
本
が
三
溪
の
旧
蔵
品
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
当
時
は
所
在

が
不
明
で
あ
る
が
、
高
久
田
脩
司
か
ら
貰
っ
た
雪
村
の
画
像
を
挙
げ
、
こ
れ
を

三
溪
旧
蔵
本
す
な
わ
ち
根
津
美
術
館
本
と
し
て
い
る）

8
（

。
ま
た
、
大
江
は
本
屏
風

に
つ
い
て
三
溪
の
旧
蔵
品
で
あ
る
と
指
摘
す
る
も
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い）

9
（

。

　

当
時
、
存
在
が
確
認
で
き
る
雪
村
筆
龍
虎
図
と
し
て
は
九
條
家
の
売
立
目
録

に
お
い
て
一
件
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
根
津
美
術
館
本
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン

ド
美
術
館
本
、
九
條
家
売
立
目
録
掲
載
品
の
三
件
に
つ
い
て
近
代
に
お
け
る
所

有
移
転
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
三
作
品
の
所
有
移
転
を
論
じ
る
と

と
も
に
、
根
津
美
術
館
蔵
本
に
つ
い
て
は
三
溪
の
入
手
に
注
目
し
て
当
時
の
状

況
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

①
根
津
美
術
館
本
（
図
４
）

　

現
在
、
雪
村
筆
《
龍
虎
図
屏
風
》
は
根
津
美
術
館
が
所
蔵
す
る
。
平
成
二
十

七
年
度
夏
期
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
絵
の
音
を
聴
く
│
雨
と
風
、
鳥
の
さ
え
ず

り
、
人
の
声
│
」
に
お
い
て
実
見
し
た
た
め
、
そ
の
所
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

右
隻
の
雲
間
か
ら
で
て
く
る
龍
は
三
爪
で
珠
を
握
っ
て
い
る
。
左
隻
の
虎
も
大

き
く
眼
を
見
開
き
、
獲
物
を
狙
う
よ
う
に
描
か
れ
る
が
、
胴
体
の
丸
み
が
柔
和

な
印
象
を
与
え
る
。

　

小
さ
な
瀧
の
周
辺
に
は
竹
が
数
本
描
か
れ
る
が
風
に
大
き
く
な
び
き
、
一
本

は
逆
「
く
」
の
字
に
曲
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
竹
の
描
き
方
は
《
竹
林
に

猿
蟹
図
》（
大
和
文
華
館
蔵
）
と
も
通
じ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
は
明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
四
日
に
東
京
美
術
倶
楽
部
で
開
催
さ

れ
た
某
家
の
売
立
で
あ
る
『
某
大
家
書
画
道
具
類
展
観
入
札
』
に
出
品
さ
れ
て

い
る）
10
（

。
当
日
の
高
値
表
を
み
て
み
る
と
中
村
好
古
堂
に
よ
っ
て
三
千
百
十
一
円

で
落
札
さ
れ
て
い
る）
11
（

。
そ
の
後
の
所
蔵
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）
に
同
館
で
新
収
蔵
品
と
し
て
公
開
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

②
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
（
図
５
）

　

本
作
品
を
実
見
で
き
て
い
な
い
た
め
、
図
録
か
ら
所
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

右
隻
は
雲
間
か
ら
龍
が
飛
出
し
、
胴
体
を
雲
が
覆
っ
て
い
る
。
龍
が
上
方
を
向

い
て
い
く
姿
を
描
く
。
左
隻
の
虎
は
や
や
痩
せ
て
お
り
、
眼
光
は
お
と
な
し
い

印
象
を
受
け
る
。
風
雨
が
画
面
左
上
部
か
ら
右
下
部
に
か
け
て
描
か
れ
る
の
に

対
し
て
、
山
谷
か
ら
直
下
す
る
滝
の
流
れ
が
虎
の
存
在
感
を
高
め
て
い
る
。
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こ
の
作
品
が
所
載
さ
れ
る
文
献
で
は
『
国
華
（
第
七
三
七
号
）』
が
あ
る）
12
（

。

本
書
の
発
刊
は
昭
和
二
十
八
年
で
、
当
時
の
所
有
者
は
京
都
の
美
術
商
で
あ
っ

た
里
見
忠
三
郎
で
あ
る）
13
（

。

　

本
作
品
は
東
京
帝
室
博
物
館
に
よ
る
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』（
隆
文

館
、
一
九
一
二
）
に
お
け
る
雪
村
作
品
の
う
ち
「
龍
虎
図
屏
風　

男
爵
三
井
八

郎
衛
門
蔵
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
図
版
も
掲
載
さ
れ
る
。
本
書
の
発
刊
が
明
治
四

十
五
年
で
あ
る
こ
と
か
ら）
14
（

里
見
家
以
前
の
所
有
者
は
三
井
家
十
代
当
主
、
三
井

八
郎
衛
門
（
高
棟　

一
八
五
七
│
一
九
四
八
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
里

見
家
に
渡
っ
た
後
の
所
蔵
者
は
確
認
で
き
な
い
が）
15
（

、
現
在
は
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド

美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

③
美
術
画
報
所
載
本
（
図
６
）

　
『
美
術
画
報
（
第
三
十
一
巻
三
号
）』（
画
報
社
、
一
九
一
二
）
に
は
「
龍
虎

図
屛
風
一
双　

九
條
道
實
君
蔵
」
と
し
て
所
載
さ
れ
る
。
所
蔵
者
は
貴
族
院
議

員
で
あ
っ
た
公
爵
九
條
道
實
（
一
八
七
〇
│
一
九
三
三
）
で
あ
る
。
こ
の
屏
風

に
つ
い
て
は
、
実
見
で
き
て
い
な
い
た
め
、
図
版
を
参
考
に
所
見
を
述
べ
て
み

た
い
。

　

右
隻
の
龍
は
画
面
中
央
か
ら
や
や
右
側
に
描
か
れ
、
岸
壁
と
そ
の
流
水
が
織

り
な
す
波
濤
か
ら
出
て
く
る
情
景
が
描
か
れ
る
。
情
景
に
比
較
し
て
龍
の
顔
部

は
や
や
小
さ
い
。
左
隻
の
虎
は
画
面
左
側
の
瀧
、
右
側
の
波
濤
の
間
に
い
る
も

の
の
、
お
と
な
し
い
印
象
を
受
け
る
。

　

本
作
品
が
所
載
さ
れ
る
『
美
術
画
報
（
第
三
十
一
巻
三
号
）』
の
発
刊
は
明

治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
で
あ
り
、
当
時
の
所
蔵
者
は
九
條
道
實
で
あ
る
。

そ
の
後
、
九
條
家
で
は
大
正
十
一
年
七
月
十
日
に
、
東
京
美
術
倶
楽
部
で
売
立

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
売
立
目
録
が
『
公
爵
九
條
家
御
什
器
入
札
』
で

あ
る
。
売
立
目
録
に
も
本
作
品
は
所
載
さ
れ
る
が）
16
（

、
同
売
立
以
後
の
所
蔵
は
確

認
で
き
て
い
な
い
。

　

以
上
が
現
在
、
確
認
で
き
る
三
件
の
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
の
概
要
と
来
歴
で

あ
る
。
三
溪
自
身
の
入
手
に
つ
い
て
『
三
溪
帖
（
草
稿
）』
に
は
大
正
元
年
と

さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
の
三
溪
に
よ
る
美
術
品
購
入
の
記
録
で
は
『
美
術
品
買
入

覚
』
が
あ
る
。
同
書
は
三
溪
が
購
入
し
た
美
術
品
の
購
入
控
え
で
あ
る
。
同
書

に
は
購
入
金
額
、
持
ち
込
ん
だ
美
術
商
の
屋
号
や
氏
名
が
記
載
さ
れ
る
。
そ
の

う
ち
明
治
四
十
三
年
の
項
目
に
お
い
て
日
付
が
な
い
も
の
の
、
以
下
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

一
金　

三
千
百
五
十
円　

中
村　

雪
村
龍
虎
図
屏
風

　

記
述
に
あ
る
中
村
と
は
、
東
京
に
お
い
て
美
術
商
を
営
ん
だ
中
村
作
次
郎

（
一
八
五
八
│
一
九
三
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
記
述
か
ら
雪
村
筆
の
龍
虎
図
屏

風
は
明
治
四
十
三
年
に
中
村
好
古
堂
よ
り
三
一
五
〇
円
で
入
手
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

こ
の
入
手
し
た
時
期
を
考
え
て
み
る
と
、
根
津
美
術
館
本
は
明
治
四
十
三
年

十
一
月
十
四
日
の
売
立
に
出
品
さ
れ
、
中
村
好
古
堂
に
よ
っ
て
三
千
百
十
一
円

で
落
札
さ
れ
て
い
る
。
三
溪
は
中
村
好
古
堂
か
ら
雪
村
龍
虎
図
屏
風
を
購
入
し
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て
お
り
、
そ
の
時
期
は
売
立
直
後
の
同
年
十
月
四
日
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
購
入
価
格
も
好
古
堂
が
落
札
し
た
価
格
に
三
十
五
円
と
い

う
手
数
料
を
加
え
た
程
度
の
金
額
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
売
立
に
際
し
て
三
溪

が
中
村
に
指
示
し
て
注
文
し
、
購
入
し
た
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）
17
（

。

　

ま
た
先
に
紹
介
し
た
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
お
よ
び
美
術
画
報
所
載
本

の
明
治
四
十
五
年
時
点
に
お
け
る
所
蔵
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
井
八
郎
衛
門
、
九

條
道
實
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
根
津
美
術
館
本
が
三
溪
の
旧
蔵
品
と
考
え

ら
れ
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
三
溪
が
入
手
し
た
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
と
は
根
津
美
術
館

本
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
屏
風
の
伝
来
は
溝
口
家
が
所

蔵
し
て
の
ち
は
小
川
一
真
、
原
三
溪
な
ど
を
経
て
、
昭
和
五
十
七
年
に
根
津
美

術
館
が
所
蔵
す
る
経
緯
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

祥
啓
筆
李
白
観
瀑
図
に
つ
い
て

　

現
在
、
頴
川
美
術
館
蔵
が
所
蔵
す
る
祥
啓
筆
《
高
士
観
瀑
図
》（
図
７

）
は
、

同
館
創
設
者
の
頴
川
徳
助
（
一
八
九
九
│
一
九
七
六
）
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
作

品
で
あ
る
。

　

同
館
の
協
力
の
も
と
、
作
品
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
作
品
の
所
見
を

述
べ
て
み
る
と
杖
を
持
っ
た
高
士
が
小
人
を
従
え
瀑
布
を
眺
め
る
構
図
で
あ

る
。
画
面
左
側
に
は
高
く
そ
び
え
る
老
松
を
描
き
、
高
士
が
欄
干
の
あ
る
崖
か

ら
瀧
を
眺
め
て
い
る
。
画
面
の
構
成
を
み
て
み
る
と
高
士
と
小
人
の
輪
郭
線
は

薄
墨
で
描
か
れ
、
首
袖
部
分
と
裾
、
袂
部
分
の
み
濃
い
墨
が
用
い
ら
れ
、
小
さ

い
空
間
の
中
で
人
物
を
よ
り
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

水
流
の
動
き
も
細
か
く
描
き
、
崖
に
自
生
す
る
草
を
細
か
く
点
描
し
て
い

る
。
本
紙
の
中
部
に
は
山
肌
を
少
し
描
き
、
上
部
に
余
白
を
大
き
く
取
る
こ
と

で
、
雄
大
な
山
の
風
景
を
描
い
て
い
る
。
印
は
「
祥
啓
」
の
方
印
が
本
紙
左
下

部
に
押
さ
れ
て
い
る
。

　

表
装
を
み
て
み
る
と
一
文
字
と
風
帯
は
白
地
宝
尽
金
襴
、
中
廻
は
緑
地
菊
金

襴
、
上
下
は
菊
紋
緞
子
、
軸
先
撥
は
象
牙
で
あ
る）
18
（

。

　

本
幅
を
収
納
す
る
桐
箱
の
甲
部
（
図
８

）
に
は
墨
書
で
以
下
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

李
白　

啓
書
記
筆

　

記
述
か
ら
啓
書
記
す
な
わ
ち
祥
啓
に
よ
る
李
白
の
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
筆
跡
は
神
尾
備
前
守
元
勝
（
一
五
八
九
│
一
六
六
七
）
と
さ
れ
る
。

ま
た
本
幅
に
は
狩
野
常
信
（
一
六
三
六
│
一
七
一
三
）
に
よ
る
極
状
（
図
９

）

一
通
が
付
属
し
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

李
白
之
画
致

一
覧
候
啓
書
記

正
筆
而
候　

以
上

　
　
　

狩
野
法
眼
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戌十
月
七
日　

常
信
（
花
押
）

　

記
述
か
ら
常
信
は
本
幅
を
李
白
観
瀑
図
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
李
白
に
よ
る
望
廬
山
観
布
瀑
の
詩
二
首
の
う
ち
第
二
の
詩
、
す
な
わ
ち

日
照
香
炉
生
紫
煙

遥
看
瀑
布
挂
前
川

飛
流
直
下
三
千
尺

疑
是
銀
河
落
九
天

に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

本
幅
を
収
納
す
る
箱
側
面
に
は
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
印
を
捺
し
た
貼

紙
（
図
10
）
が
あ
る
。
こ
の
貼
紙
は
新
発
田
藩
主
溝
口
家
の
伝
来
品
を
示
す
も

の
で
、
同
家
の
伝
来
品
に
多
く
み
ら
れ
る）
19
（

。
そ
こ
で
溝
口
家
の
掛
物
な
ど
の
蔵

帳
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』
中
、「
夏
之
部
」
を
み
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

一　

季（
李
）白　

箱
書
神
尾
備
前
守　
　

啓
書
記
筆

　

記
述
か
ら
祥
啓
が
李
白
を
描
き
、
箱
書
は
箱
書
神
尾
備
前
守
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
潁
川
美
術
館
蔵
品
と
合
致
す
る）
20
（

。

　

な
お
、『
美
術
画
報
（
四
編
巻
二
）』
に
は
前
田
健
次
郎
所
蔵
の
祥
啓
筆
李
白

観
瀑
図
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
潁
川
美
術
館
本
が
溝
口
家
の
伝
来
品
で
あ
る
た

め
、
本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い）
21
（

。

　
『
人
文
（
十
三
号
）』
で
は
、
明
治
期
に
お
け
る
溝
口
家
の
伝
来
品
売
却
に
注

目
し
た
。《
高
士
観
瀑
図
》
も
溝
口
家
に
伝
来
し
た
が
、
明
治
期
に
流
出
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
近
代
に
お
け
る
所
有
移
転
に
着
目
し
た
い
。

　

三
溪
に
よ
る
『
三
溪
帖
（
草
稿
）』
中
、「
山
水　

啓
書
記
筆
」
の
項
に
は
以

下
の
よ
う
な
述
が
あ
る）
22
（

。

銀
河
九
天
ヨ
リ
落
チ
、
山
雲
低
迷
、
詩
星
吟
杖
ニ
倚
ル
ノ
状
。
布
局
整
明
、

筆
墨
霊
活
、
啓
書
記
遺
作
中
ノ
一
傑
作
タ
リ
。
啓
書
記
ハ
山
水
ニ
於
ケ
ル

非
凡
ノ
名
手
ニ
シ
テ
、
會
マ
道
釋
人
物
ア
リ
ト
雖
、
人
物
ハ
遂
ニ
彼
ノ
長

技
ニ
非
ラ
ズ
。
明
秀
清
遠
ノ
気
ヲ
烟
霞
ノ
間
ニ
寓
ス
ル
ハ
、
彼
ノ
宿
縁
タ

リ
。
此
幅
溝
口
家
ノ
舊
蔵
ニ
シ
テ
箒
庵
氏
ノ
有
ニ
帰
シ
、
明
治
○（

マ
マ
）○
年
更

ニ
余
ノ
有
ニ
属
セ
リ
。

　

記
述
に
よ
れ
ば
、
三
溪
の
所
蔵
し
た
祥
啓
筆
の
山
水
図
を
遺
作
中
の
一
傑
作

と
し
て
激
賞
し
て
い
る
。
三
溪
は
本
図
の
こ
と
を
「
銀
河
九
天
ヨ
リ
落
チ
」
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
に
紹
介
し
た
李
白
に
よ
る
「
望
廬
山
観
布
瀑
」
に
因

ん
だ
賛
文
で
あ
る
。
ま
た
三
溪
自
身
の
考
え
で
は
祥
啓
は
非
凡
の
名
手
で
、
道

釋
画
の
人
物
は
彼
の
得
意
な
画
題
で
は
な
い
も
の
の
、「
明
秀
清
遠
」
の
気
韻

を
醸
し
出
す
の
は
、
同
人
の
非
凡
な
画
境
を
み
せ
る
も
の
と
評
し
て
い
る
。
三
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溪
の
所
蔵
し
た
祥
啓
筆
の
山
水
図
は
溝
口
家
の
伝
来
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
か
つ
て
本
幅
は
箒
庵
が
所
蔵
し
て
い
た
が
、
明
治
年
間
に
三
溪
が
所
有
し

て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
溝
口
家
伝
来
の
《
李
白
観
瀑
図
》
に
つ
い
て
は
箒
庵
に
よ
る
『
近

世
道
具
移
動
史
』
に
記
述
が
み
ら
れ
た
。
同
書
中
「
溝
口
伯
家
蔵
品
」
の
項
で

は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る）
23
（

。

溝
口
家
は
越
後
新
発
田
藩
主
で
、
文
政
頃
号
を
翠
濤
と
云
は
れ
た
好
事
の

主
人
あ
り
、
彼
の
観
阿
白
酔
庵
を
寵
遇
し
茶
事
に
執
心
に
し
て
盛
ん
に
名

器
を
買
収
せ
ら
れ
た
の
で
、
各
般
の
什
器
が
潤
沢
で
あ
っ
た
が
明
治
三
十

年
前
後
よ
り
個
人
取
引
で
他
に
譲
ら
れ
た
点
数
も
少
か
ら
ず
、
三
十
五
年

頃
余
も
亦
同
家
の
道
具
五
十
余
点
を
一
手
に
譲
り
受
け
た
事
あ
り
、
其
中

に
は
伯
庵
茶
碗
、
保
元
時
代
扇
面
杜
若
模
様
香
合
、
啓
書
記
筆
李
白
観
瀑

等
の
名
品
を
含
蓄
し
て
居
た
、
併
し
同
家
の
蔵
器
は
中
々
多
数
で
、
右
の

如
く
度
々
個
人
売
却
を
行
は
れ
た
後
に
も
尚
夥
し
き
名
器
あ
り

　

記
述
か
ら
、
新
発
田
藩
十
代
藩
主
、
直
諒
（
号
翠
濤
）
が
収
集
し
た
道
具
な

ど
は
溝
口
家
に
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
道
具
は
明
治
三
十
年
前
後
か
ら
個
人
取

引
に
よ
り
売
却
さ
れ
た
。
特
に
明
治
三
十
五
年
頃
に
は
筆
者
の
箒
庵
自
身
も
書

画
お
よ
び
茶
器
等
五
十
数
点
を
購
入
し
た
よ
う
で
あ
る
。
同
書
中
で
述
べ
ら
れ

る
作
品
名
が
記
載
さ
れ
る
作
品
は
「
伯
庵
茶
碗
」
す
な
わ
ち
伯
庵
茶
碗
銘
《
宗

節
》（
泉
屋
博
古
館
分
館
蔵
。
図

）
24
（11
）、「
保
元
時
代
扇
面
杜
若
模
様
香
合
」
す

な
わ
ち
《
扇
面
蒔
絵
香
合
》（
根
津
美
術
館
蔵
。図
）
25
（12
）、「
啓
書
記
筆
李
白
観
瀑
」

の
三
件
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
溝
口
家
に
伝
来
し
た
「
啓
書
記
筆
李
白
観
瀑
」
が
、
ど

の
作
品
に
該
当
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
潁
川
美

術
館
の
所
蔵
品
調
査
か
ら
同
館
が
所
蔵
す
る
祥
啓
筆
《
高
士
観
瀑
図
》
が
箒
庵

旧
蔵
品
と
し
て
該
当
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
三
溪
帖
（
草
稿
）』
で
述
べ
ら

れ
る
山
水
図
と
は
、
溝
口
家
伝
来
品
で
あ
る
点
お
よ
び
箒
庵
か
ら
三
溪
に
譲
渡

さ
れ
て
い
る
点
で
現
在
、
頴
川
美
術
館
蔵
が
所
蔵
す
る
祥
啓
筆
《
高
士
観
瀑
図
》

と
同
定
で
き
る
。

　

溝
口
家
が
所
蔵
し
た
祥
啓
筆
李
白
観
瀑
図
は
明
治
三
十
六
年
に
京
都
で
開
催

さ
れ
た
古
美
術
展
覧
会
に
お
い
て
書
画
席
で
出
品
さ
れ
て
い
る）
26
（

。
そ
の
後
、
溝

口
家
は
箒
庵
と
の
直
接
取
引
に
よ
り
譲
渡
し
、
箒
庵
か
ら
さ
ら
に
三
溪
に
譲
渡

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
本
幅
の
伝
来
は
新
発
田
藩
主
溝
口
家
に
伝
来
し
、
明
治
三

十
五
年
以
降
に
箒
庵
が
所
蔵
し
、
明
治
四
十
三
年
に
三
溪
が
入
手
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。
戦
後
で
は
頴
川
徳
助
が
所
蔵
し
、
現
在
で
は
頴
川
美
術
館
で

所
蔵
さ
れ
る
経
緯
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

む
す
び

　
『
人
文
（
十
三
号
）』
で
は
三
溪
の
所
蔵
品
中
、
溝
口
家
伝
来
品
は
伝
雪
舟
筆

《
四
季
山
水
図
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）、
大
燈
国
師
墨
蹟
《
物
我
両
忘
》（
個
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人
蔵
）、
酒
井
抱
一
筆
《
秋
草
鶉
図
》（
山
種
美
術
館
蔵
）、
酒
井
抱
一
筆
三
幅

対
《
野
花
螳
螂
、
波
上
明
月
、
水
草
蜻
蛉
》（
畠
山
記
念
館
蔵
）
が
あ
る
と
紹

介
し
た
。
今
回
の
調
査
に
よ
り
新
た
に
、
雪
村
周
継
筆
《
龍
虎
図
屏
風
》（
根

津
美
術
館
蔵
）、
祥
啓
筆
《
高
士
観
瀑
図
》（
頴
川
美
術
館
蔵
）
も
三
溪
が
所
蔵

し
た
溝
口
家
伝
来
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

雪
村
筆
と
す
る
龍
虎
図
屏
風
は
根
津
美
術
館
本
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館

本
、
美
術
画
報
所
載
本
の
三
件
が
知
ら
れ
て
い
た
。
三
溪
が
中
村
作
次
郎
か
ら

入
手
し
た
時
期
、
購
入
価
格
お
よ
び
三
件
の
屏
風
の
伝
来
か
ら
根
津
美
術
館
本

が
該
当
す
る
と
結
論
付
け
た
。

　

頴
川
美
術
館
所
蔵
の
祥
啓
筆
《
高
士
観
瀑
図
》
の
調
査
か
ら
収
納
す
る
箱
側

面
に
は
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
印
を
捺
し
た
貼
紙
が
あ
り
、
同
家
の
蔵
帳

で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』
に
も
所
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
家
の
伝
来
品
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
本
幅
は
明
治
三
十
年
前
後
、
溝
口
家
と
箒
庵
と
の
直
接
取

引
に
よ
り
売
却
さ
れ
流
出
し
た
作
品
で
あ
り
、
そ
の
後
、
三
溪
に
譲
渡
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
し
た
。『
近
世
道
具
移
動
史
』
で
は
箒
庵
が
直
接
取
引
を
し
た
作

品
中
三
件
が
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
「
啓
書
記
筆
李
白
観
瀑
」
に

つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
頴
川
美
術
館
所
蔵
本
が
該
当
す

る
と
判
明
し
た
。

　

以
上
か
ら
高
橋
箒
庵
が
『
近
世
道
具
移
動
史
』
で
紹
介
す
る
直
接
取
引
に
よ

り
入
手
し
た
作
品
の
う
ち
作
品
名
を
明
記
す
る
三
件
の
作
品
と
、
原
三
溪
が
所

蔵
し
た
所
蔵
品
中
、『
三
溪
帖
（
草
稿
）』
で
紹
介
さ
れ
る
溝
口
家
伝
来
品
を
全

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
『
人
文
（
十
三
号
）』

で
紹
介
し
た
箒
庵
、
三
溪
と
の
個
人
取
引
に
よ
っ
て
溝
口
家
か
ら
流
出
し
た
作

品
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

謝
辞

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
根
津
美
術
館
、
頴
川
美
術

館
、『
雲
中
庵
茶
会
記
』
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
野
村
美
術
館
館
長
谷
晃
氏
、

原
三
溪
の
旧
蔵
品
に
つ
い
て
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
齋
藤
清
氏
、
画
像
提
供
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
泉
屋
博
古
館
分
館
、
山
種
美
術
館
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
要

旨
の
英
訳
に
あ
た
り
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
同
志
社
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
准
教
授
中
村
艶
子
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

付
記

　

売
立
目
録
の
調
査
は
以
下
の
研
究
助
成
に
よ
る
。

　

宮
武
慶
之
、
財
津
永
次
「
売
立
目
録
所
載
の
墨
蹟
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
筆
跡
の

検
討
」（
平
成
二
十
四
年
度
出
光
文
化
福
祉
財
団
研
究
助
成
）

画
像
の
典
拠

図
１

、
図
７

〜
図
10　
　
　
　

撮
影
筆
者

図
２

、
図
４

、
図
11
、
図
12　

所
蔵
館
に
よ
る
画
像
提
供

図
３　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
與
衆
愛
玩
』

図
５　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
華
』

図
６　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
美
術
画
報
』

註（
1
）　

宮
武
慶
之
「
明
治
期
に
お
け
る
溝
口
家
の
道
具
移
動
史
」『
人
文
（
十
三
号
）』
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学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
五
、
二
二
三
│
二
五
二
頁
。

（
2
）　

齋
藤
清
『
三
溪
│
偉
大
な
茶
人
の
知
ら
れ
ざ
る
真
相
│
』
淡
交
社
、
二
〇
一
四
、

一
〇
一
│
一
〇
二
頁
。

（
3
）　

三
溪
園
保
勝
会
編
『
三
溪
と
美
術
』
三
溪
園
保
勝
会
、
二
〇
〇
九
、
図
版
七
。

（
4
）　

前
掲
註（
2
）。
三
五
四
│
三
五
五
頁
。

（
5
）　

宮
武
慶
之
「
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具
拾
遺
」
文
化
情
報
学
（
第
十
一
巻
第
一

号
）』、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
会
、
二
〇
一
五
、
四
五
│
六
二
頁
。

（
6
）　

矢
代
幸
雄
「
三
溪
先
生
の
古
美
術
手
記
（
そ
の
三
）」『
大
和
文
華
（
十
九
号
）』

一
九
五
七
、
大
和
文
華
館
、
三
二
│
三
三
頁
。

（
7
）　

前
掲
註（
６

）。
三
六
頁
。

（
8
）　

三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
雪
村　

三
春
へ
の
道
』
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料

館
、
一
九
八
三
、
二
一
│
二
四
頁
。

（
9
）　

大
江
孝
『
雪
村
│
三
春
・
会
津
│
』（
カ
ネ
サ
ン
書
店
、
一
九
八
三
、
六
二
│

六
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
屏
風
の
存
在
が
確
認
で
き
た
の
は
、
昭
和
五
十
七
年

根
津
美
術
館
に
お
け
る
展
覧
会
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
大
江
は
画
像
で

の
み
、
こ
の
屏
風
を
確
認
し
て
い
た
が
、
所
在
不
明
の
雪
村
に
よ
る
名
作
と
し
て

い
た
。
ま
た
、
同
書
に
よ
れ
ば
田
中
一
松
は
こ
の
屏
風
を
『
国
華
』
に
紹
介
す
る

予
定
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
あ
る
。

（
10
）　

売
立
目
録
『
某
大
家
書
画
道
具
類
展
観
入
札
』
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
、
請
求

記
号
美
研
│
０

１

３

７

。

（
11
）　

東
京
美
術
倶
楽
部
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
美
術
商
の
百
年　

東
京
美
術
倶
楽

部
百
年
史
』、
東
京
美
術
倶
楽
部
、
二
〇
〇
六
年
、
二
三
六
│
二
三
七
頁
。

（
12
）　
『
国
華
（
七
三
七
号
）』、
国
華
社
、
一
九
五
三
。

（
13
）　

里
見
忠
三
郎
が
所
蔵
し
た
美
術
品
を
『
国
華
』
で
み
て
み
る
と
以
下
の
作
品
が

あ
る
。七

四
一
号　

草
花
図　

里
見
忠
三
郎
氏
蔵

七
三
八
号　

浜
松
図
屏
風　

里
見
忠
三
郎
氏
蔵

七
三
七
号　

雪
村
筆
竜
虎
図　

里
見
忠
三
郎
氏
蔵

七
三
五
号　

渡
辺
了
慶
筆
山
水
図
双
幅　

里
見
忠
三
郎
氏
蔵

七
二
一
号　

伝
宗
達
筆
扇
面
画　

里
見
忠
三
郎
氏
蔵

六
九
四
号　

  

冷
泉
為
恭
筆
敏
行
朝
臣
・
賀
茂
祭
歌
意
図　

里
見
忠
三
郎
氏
蔵

（
14
）　

東
京
帝
室
博
物
館
編
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』、
隆
文
館
、
一
九
一
二
、

一
四
九
頁
。

（
15
）　

繭
山
順
吉
編
『
欧
米
蒐
蔵
日
本
美
術
図
録
』（
繭
山
竜
泉
堂
、
一
九
六
六
、
一

四
四
│
一
四
五
頁
）
に
は
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
蔵
品
と
し
て
雪
村
筆
龍
虎
図
屏
風
六

曲
一
双
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

同
目
録
に
は

一
〇
九　

雪
村　

龍
虎
六
枚
折
屏
風　

一
双

と
あ
る
。

（
17
）　

野
村
美
術
館
館
長
谷
晃
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
仰
木
政
斎
に
よ
る
『
雲
中
庵
茶
会

記
（
戦
前
・
戦
中
編
）』（
味
岡
敏
雄
、
一
九
九
七
）
に
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

三
月
二
四
日
、
中
村
好
古
堂
の
茶
会
に
お
い
て
溝
口
家
・
大
徳
寺
大
仙
院
伝
来
、

三
溪
旧
蔵
の
大
燈
墨
蹟
を
使
用
し
た
記
述
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
中
村
作
次

郎
は
三
溪
在
世
当
時
に
美
術
品
を
納
入
し
た
。
だ
が
三
溪
没
後
は
原
家
か
ら
大
燈

国
師
墨
蹟
を
購
入
し
、
茶
会
で
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
溪
と
中
村
作

次
郎
を
巡
っ
て
は
美
術
品
の
納
入
の
ほ
か
、
三
溪
没
後
の
原
家
か
ら
道
具
を
購
入

し
て
い
た
形
跡
が
伺
わ
れ
る
。

（
18
）　

中
廻
は
上
部
が
や
や
小
振
り
な
菊
の
金
襴
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
下
部
の
方
は

や
や
大
き
い
金
襴
で
あ
る
。
本
紙
上
部
に
余
白
が
多
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
金
襴

の
大
小
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
19
）　

宮
武
慶
之
「
新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具
」『
文
化
情
報

学
（
第
十
巻
第
二
号
）』、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
会
、
二
〇
一
四
、
五
九
│
一
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一
二
頁
。

（
20
）　

た
だ
し
、
何
時
の
時
点
で
溝
口
家
の
所
蔵
品
と
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
21
）　
『
美
術
画
報
（
四
編
巻
二
）』、
画
報
社
、
一
八
九
七
、
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
。

（
22
）　

前
掲
註（
６

）。
三
二
│
三
三
頁
。

（
23
）　

高
橋
義
雄
『
近
世
道
具
移
動
史
』
慶
文
堂
、
一
九
二
九
年
、
一
四
八
│
一
五
〇

頁
。

（
24
）　

前
掲
註（
19
）。
一
〇
八
頁
。

（
25
）　

前
掲
註（
５

）。
五
二
頁
。

（
26
）　

前
掲
註（
１

）。
こ
の
と
き
同
家
の
出
品
作
品
中
、
三
溪
が
京
都
の
香
具
商
、
鳩

居
堂
を
介
し
て
購
入
し
た
の
が
、
雪
舟
筆
《
四
季
山
水
図
》（
京
都
国
立
博
物
館

蔵
）、
大
燈
国
師
墨
蹟
《
物
我
両
忘
》（
個
人
蔵
）
で
あ
る
。

EN
G
LISH

 SU
M
M
A
R
Y

A
ddendum

 to an investigation of the tracks of M
izoguchi 

Collection in the M
eiji Period: H

ara Sankei’s old possessions, 
“D
ragon and T

iger” figure screen draw
n by Sesson and 

“Li-Po Contem
plating a W

aterfall” painted by Shokei.
M
IY
A
T
A
K
E Y
oshiyuki

　

In Jinbun (N
o.13), I revealed the auctions conducted by the M

izogu-
chi fam

ily in 1904 and individual transactions w
ith T

akahashi-Soan 
and H

ara-Sankei. H
ow
ever, I did not clarify the D

ragon and T
iger fig-

ure screen draw
n by Sesshu and Li-Po Contem

plating a W
aterfall 

draw
n by Shokei, the M

izoguchi fam
ily

’s legacy am
ong the Sankei’s 

possessions.

　

Currently, Sesson
’s D
ragon and T

iger figure screen can be con-
firm
ed in a collection of N

ezu Institute of Fine A
rts and Cleveland 

M
useum

 of A
rt, and it also appeared in Bijyutsu-G

ahou. Li-Po Con-
tem
plating a W

aterfall draw
n by Shokei is in the possession of Egaw

a 
m
useum

.

　

From
 the literature, it has been clear that the Sesson figure screen 

w
as exhibited in the auction of 1910, m

ade a bid for by N
akam

ura-
Sakujiro, and purchased by Sankei. Li-Po Contem

plating a W
aterfall 

w
as purchased by Soan through the direct dealing w

ith the M
izogu-

chi fam
ily around 1897, and then sold to Sankei.

　

In this paper, I exam
ine the ow

nership transfers of these w
orks in 

the m
odern period, and reveal the D

ragon and T
iger figure screen 

and Li-Po Contem
plating a W

aterfall that Sankei possessed in the era.

　

K
ey W

ords:   H
ara Sankei, T

akahashi Soan, Facsim
iles of Shukei. Ses-

son. D
ragon and T

iger. Pair of six-fold screens, Shokei. 
Li-Po Contem

plating a W
aterfall., T

he M
izoguchi fam

ily



人文 14 号（2015）

（78） 231

図１　大燈国師墨蹟写真（個人蔵）

図２　酒井抱一筆《秋草鶉図》【重要美術品】（山種美術館蔵）
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図３　酒井抱一筆三幅対《野花螳螂、波上明月、水草蜻蛉》（畠山記念館蔵）
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図４　雪村周継筆《龍虎図屏風》六曲一双（根津美術館蔵）
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図５　雪村周継筆《龍虎図屏風》六曲一双（クリーヴランド美術館蔵）
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図６　雪村周継筆《龍虎図屏風》六曲一双
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図７　祥啓筆《高士観瀑図》（潁川美術館蔵）
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図８　箱甲墨書および拡大部分



明治期における溝口家の道具移動史補遺

（85）224

図９　狩野常信極状

図10　「碧雲山房蓄蔵物品」の印が捺された貼紙
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図11　伯庵茶碗銘《宗節》（泉屋博古館分館蔵）

図12　《扇面蒔絵香合》（根津美術館蔵）


